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清瀬水再生センターの電動機直結片
吸込多段ターボブロワ
　清瀬水再生センターの送風機再構築にともな
い、新規に製造中の電動機直結片吸込多段ター
ボブロワ。
　吸込口径700mm、吐出口径600mm、540㎥ /
minで反応槽へ空気を送り、微生物を活性化させ
る役割を果たす。
　製造工場にて、高さ1,300mmの定盤を２段積
みにした上に設置して試験を行った際に、撮影
させていただいた。
　敢えてローアングルで撮影し、一度設置され
れば見ることはできない下吸込み、下吐出しの
構造に光を当てた。
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巨大水槽で検査される散気装置
　メンブレンパネル式散気装置は送風動力の低
減を実現した散気装置だ。供給拠点であるオー
ストリアで作られ、はるばる海を渡ってきた散
気装置は、深さ約５mの巨大な水槽で検査される。
　散気装置は水槽内に複数枚設置され、専用の
送風機から圧送される空気を吐き出す。主に使
われる反応槽では汚水であるため観察は難しい
が、この水槽の澄んだ水の中で一気に放出され
る無数の気泡には美しさを感じる。
　空気がいかに水に溶けるかを検査するのだが、
泡は均等で直径１mm程度がよいという。小さ
すぎてもスカムを発生させるなどの問題が生じ
てしまう。目詰まりがしにくいため、嫌気・好
気兼用槽やオキシデーションディッチにも対応
可能だ。
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